
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 

１ 会 議 名  揖斐高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

 

２ 開催日時  令和７年６月９日（月）１０:００～１２：００ 

 

３ 開催場所  揖斐高等学校 校長室 

        開催にあたり、委員による授業参観（演劇ワークショップ）を実施した。 

 

４ 参 加 者  会  長  長沼健治郎  本校同窓会会長 

        副 会 長    花木 留衣    本校ＰＴＡ会長 

委  員    鷲見千恵子   本校ＰＴＡ副会長 

服部 均   揖斐川町商工会会長  

野村 茂雄  ＪＡいび川 代表理事 専務 

保井 円     大和神社 宮司  

高木 智明   元揖斐郡小中校長会長 

鈴木留理子   西濃厚生病院看護師  

髙橋 真紀    揖斐川町住民福祉部健康福祉課主幹 

                                                                                  

              学 校 側    桒原 利樹  校長 

               大西  護    教頭 

関谷 一紀  事務長 

                       増田 恵子    教務主任 

              宮田 沙織  生徒指導主事 

                  小田切知加子 進路指導主事 

                  

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）学校経営計画を踏まえた学校運営と教育活動について   

  ・校長より教育指導の重点及び学校経営計画、学校組織等について説明する。 

   意見１：定員割れをいかに減らすか。生徒の数を多くすることが大事。 

 

意見２：中学生が進路決定するのはいつごろか。近隣の学校はいいが、遠方の学校から生徒

が集まれるよう、フェンシングに特化したコースがあってはどうか。 

   ⇒今年度は広報に力を入れていく。パンフレット（チラシ）については、業者に作成

を依頼している。業者が中学校に聞き取りをして、それを分析し、作成している。 

 

意見３：連携型中高一貫教育校は売りになるが、その視点をどこに置いているか。将来のあ

こがれにつながるような子供たちにとっての連携であってほしい。中学生が揖斐高

生に憧れる連携を。子供同士が接する場をいかに作っていくかが課題である。 

    

 



意見４：揖斐川町との連携について、協定内容の確認をしたい。 

⇒（１）両者が実施する事業、研究活動への参加・協力 

（２）揖斐川町が実施する生涯学習講座など各種イベントへの協力及び参加 

（３）揖斐高校の教育的な活動における揖斐川町地域交流センター「はなもも」、 

森の染織工房「アトリエのの」、揖斐川健康広場等の使用許可及び使用料の減

免 

（４）その他前条の目的を達成するための必要な事項 

 

   意見５：ヘルメットについて、着用の呼びかけをもっとできるといい。何よりも生徒の命を

守ることが大事。 

 

   意見６：外部の方が学校に来て行事をするのは大事である。小・中学校では外部との関係を

作りにくい。生徒たちが外部の人と触れ合うことで視野を広げられる。 

 

６ 会議のまとめ 

（１） 会長・副会長に次の２名が選出され、全委員より承認が得られた。 

     会長：長沼 健治郎    副会長：花木 留衣 

（２） 第１回学校運営協議会では、全委員より今年度の本校の学校経営計画を踏まえた学校運

営基本方針について承認が得られた。委員の意見を参考に今後の学校運営に役立てていき

たい。 

       第２回学校運営協議会では、学校行事を通して生徒の活動の様子を見ていただき、本校

への理解をより深めていただく。 


